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はじめに 

 

 近年発達に遅れや偏りのある子ども、または発達に気がかりのある子ども、いわゆる発達障害といわ

れる子どもが増えていると感じる。保育所や幼稚園、こども園など加配制度の利用も多くなっている。そ

の実態に伴い、受け入れ人数や個別と集団の療育方法、支援時間に違いはあるが児童発達支援事業所の

数はどんどん増えている。目的や狙い、目標はそれほど変わらないだろうが、施設環境の違いや支援の仕

方はそれぞれに違いがある。親の思いや子どもの特性にあった事業所を選択し、我が子の成長を願って

支援がスタートする。 

生まれてたった 2 年 3 年のかわいい盛りの我が子の発達に、上の子どもの時となんだか違う、同じ頃

に生まれたあの子とちょっと違うような気がする…と感じたときの親の不安や心配は計り知れない。我

が子の見せる姿に一喜一憂し、大きく揺れる親の気持ちに寄り添いながら、「子どもは必ず伸びていくよ」

と励まし、時には「間違ったかかわりは二次的障害を招くことになる。今、お母さんの頑張り時」と叱咤

激励するなど、そこには親を支え伴走する職員の姿がある。私たちの仕事は目の前の子どもたちへの支

援はもちろんだが、24 時間かかわり、我が子に向き合う親にこそ支援が必要であると感じている。 

弘済学園児童発達支援センター「すきっぷ」（以下、「すきっぷ」という）は、発達に遅れや偏りのある

幼児期の子どもに対して、子ども期にしかできない遊びやいろいろな活動を通して、子どもの自尊心や

人格を育てること、また育てにくさを感じているその親に対する子育て支援、つまりは親支援を目的と

して、2016 年４月に開所した。今年度で単独通園は８年、親子通園は５年が経過しようとしている。開

所して２年間は幼稚園との並行通園も実施していたが、連続した支援の必要性の高さを感じ、週５日毎

日通える子どもの受け入れに方向を変えここまできた。 

これまでの支援経過の中で発達が気になる子どもは、コミュニケーションがうまく取れず、特有の感覚

を持ち、適応する力や社会性において難しさを持っていることが多く、間違った捉え方をされやすく、間

違ったかかわりを持たれやすい状況にある。親は我が子に対して不安を抱えどうしようもないネガティ

ブな気持ちに陥りやすい。親の不安に寄り添い、その不安を取り除き、前向きな気持ちで子育てをしてい

けるように支援していくことが私たちの仕事であると言えるだろう。 

『子どもが変われば、親は変わる』『親が変われば、子どもは変わる』、だからこそ幼児期の子どもを持



つ親の支援が必要であり、大切であると実感している。目の前の子どもを軸にして「すきっぷ」と親とが

同じ方向を向き、楽しく前向きな子育てができるように伴走を続けていく。 

今回はこれまで大事に継続してきている「すきっぷ」での親支援のシステムを紹介し、改めて児童発達

支援における親支援の大切さと必要性を考える機会としたい。 

 

 内容 目的・狙い 

送迎時の伝達 

受け入れ時は保護者からの伝達を

受け、引き渡し時には担任よりクラ

ス全体の報告や連絡事項の伝えを

し、その後に親へ個別の伝達をす

る。 

一日のプログラムやクラス状況を伝え、

子どもの一日の状態を伝え合い、家庭と

の連携を図る。毎日の伝達で親が子ども

を知り、正しく捉えられるようにする。

親との信頼関係を築く。 

連絡帳 

健康状態や生活リズムの確認。家庭

での子どもの様子や気づきに対す

る親の思いや「すきっぷ」での様子

を記し、やり取りする。 

親と担任が子どもについて共有する。特

に母親自身の考え方やかかわり方の変

化に気づき、親子の変化を共有・共感す

る。 

なんでもノート 

（入園時にノートを

配布） 

実習の視点・感想、クラス見学の感

想、家庭での過ごしなどの相談、そ

の他なんでも記入してもらい職員

とやり取りをする。 

親が自由に使うノートとして活用。言葉

ではなく書いて気持ちを吐露してもら

い親を知る。子育て記録として親が自身

を振り返る。 

おやすみのしおり 

長期休みの家庭での過ごしを記入

してもらい、子どもの様子を記録と

してファイルする。 

家庭での過ごしの内容や保護者の視点

の変化など、親の子育て日誌としての振

り返りとする。 

家庭訪問    

（毎年、全利用者対

象） 

子どもが「すきっぷ」に慣れた頃（5

月下旬～6 月上旬）に設定。担任 2

人と児発管か管理者の 3名で訪問す

る。 

家庭を知る。環境を知る。母親を知る。

家庭での親子関係を知る。家庭での過ご

し方へのアドバイスに活かす。 

個別面談    

（年 4 回） 

学期ごとに個別支援計画・報告を提

示し共有する。10月は中間面談と称

し個別に家庭での様子やなんでも

相談など。この他に必要に応じて随

時実施する。 

個別支援計画の項目に沿った子どもの

段階や日々のかかわりの具体的な視点

を共有する。親と子どもの現在を共有す

る。親との信頼関係を築く。 



クラス懇談会  

（年 3 回） 

クラス担任と親との懇談会。プログ

ラムの狙いなどを伝え、日々の活動

についての理解を図り、家庭での過

ごし方など親同士の情報交換の場

でもある。 

同じクラスの親同士互いを知り合い、ク

ラスの子どもを知り、家庭での過ごしな

どについて共有する。保護者同士の交流

の場のひとつとし、同じ立場の親同士が

共感し合い、つながりを深める。 

親実習     

（年 1 回、父母、同

居の祖父母対象） 

一日クラスへ直接入ってもらい、ク

ラスの様子や集団での我が子の様

子を知ってもらう。実習後に面談を

持つ。実習視点、感想をなんでもノ

ートに記してもらいやり取りをす

る。希望に応じて随時実施する。 

「すきっぷ」の支援内容を知り、集団の

中の我が子を知る。職員のかかわり方を

見て感じ、習い、家庭での実践へつなげ

る。集団生活での子どもの課題を共有す

る。「すきっぷ」と親が同じ方向性を持

つ機会とする。 

親教室     

（月 1 回、クラス毎

に開催） 

幼児期に大切にしたいこと、からだ

について、発達、感覚、特性、ADL、

自信と意欲などテーマに沿って講

義形式で進める。テーマについての

感想等の話し合いの場を持つ。児発

管・心理士・管理者が講師。 

子どもの発達を知り、あるがままの我が

子を受け入れ、理解する気持ちを持てる

ようにする。これまでの親としてのかか

わり方を振り返り、習得した知識を実践

できるようにする。 

おしゃべりタイム

（親子通園クラスの

親のみ対象） 

親教室のテーマに沿い、感想や意見

などを親同士が話し合う。 

テーマに沿って親が親としての自分を

振り返る機会とする。親同士同し仲間と

して共感し合い関係を深める。 

保護者教室 

父親、同居の祖父母を対象とし、ク

ラス毎に年 1回の開催とする。親子

通園クラスは、事前に通常の支援見

学をしてもらい、当日は見学なしの

形式とする。 

母親以外の子どもを養育する大人とし

て、療育の理解や子どもへの共通理解を

深め、母親と一緒に楽しい子育てを意識

する機会のひとつとする。父親同士のつ

ながり、交流の場としても位置付ける。 

支援見学 

クラス 3～4 人ごとに子どもの様子

をハーフミラー（マジックミラー）

室から見学する。体育・プールは対

面での見学とする。必ず解説を入

れ、クラス状況や支援の意図、狙い

を伝える。 

支援内容を知り、集団の中で活動するあ

りのままの我が子の姿を見て知る。担任

への注目や友だちとのやり取りなど、集

団参加の様子を客観的に把握する。日々

の伝達内容と合致させながら子どもの

姿を描けるようにする。 



父子通園     

（親子通園クラスの

み実施） 

母親に代わり、父子で通園し一緒に

一日を過ごす。年 2～3 回の実施と

する。 

 

父親が支援内容を知り、我が子の活動参

加の様子を実際に見て知る。子どもへの

かかわり方や捉え方を夫婦間で共有し、

一緒に子育てを意識する。 

 

「すきっぷ」は子どもだけではなく親にも、いいえ親にこそ話に耳を傾け共感をし、味方としてアドバ

イスをし、正しく我が子を捉えるためのかかわりの実践に付き合い、結果が得られるところまで寄り添

う人が必要なのだと感じている。「すきっぷ」の子ども支援は 24 時間の中の 5 時間だけであり、その他

はすべて親が子どもと向き合う時間なのである。 

だから、親との毎日の出会いの中で親が抱える大きな不安や辛さ、葛藤する姿に出会い、幼児期の親自

身を支える視点が最も大切であると実感している。 

ここでは日々子どもに向き合い、親と向き合い、共感・共有しながら信頼関係を構築し、その親との連

携から子どもの変化と母親の変化、そして家族の変化が見られたひとつの事例を報告する。 

 

【事例】 

 

≪概要説明≫ 

〇C さん：男の子 ６歳 自閉症 軽度知的障害 療育手帳 B２ 

：家族構成：父・母・兄（小学校 2 年） 

 ５歳（年中）の 4 月から当園に入園 

 入園前は市の子育て支援教室に週１回通っていた。多動で、一人で無断で外に出て行ったり、高いと

ころに乗ったりしてじっとしていられない。言葉かけへの反発から椅子投げや叩きが見られる。無断外

出の多さから、家庭ではシャッターを閉めっぱなしの状態で、母は一時期施設入所も考えた時期があっ

た。食事は偏食が多く、ブームもあり。睡眠は寝つきの遅さあり。毎日昼寝あり。 

 

〇「すきっぷ」での過ごし 

・昨年度：男の子１０名（年長２名、年中 5 名、年少３名）で構成 

今年度：男の子１０名（年長 7 名：年中 3 名）で構成 

・3人の担任制 

・ ９：００登園 毎日通園 新入園時は 1 週間程度の母子通園期間あり 

１４：００降園 



・一日の過ごし（すべて絵カードで提示している） 

入室→お支度→フリータイム（ブロックなど）→朝の会→お茶→プログラム①→トイレ 

→体育→お茶→着替え→手洗い→昼食（給食）→トイレ→歯磨き→絵本タイム→プログラム② 

→お茶→トイレ→お支度→帰りの会 

・プログラムは日によって流動的。絵カード提示。 

例：運動遊び（鉄棒・パラバルーン・リボン棒遊びなど）、外遊び、傘散歩、トランポリン、粘土、

お絵描き、季節に応じた製作活動、シール貼り、ビニールテープはがし、心理士による教材学習

など。 

 

≪支援経過≫ 

１）１学期（入園から） 

〇C さんの様子 

・慣らし保育期間（母も一緒に参加）では、教室に入れず廊下や他教室の探索になる。プログラムには

基本参加せず、廊下で母と座ったり、歩き回ったりしていた。着替えや食事のみ合流する形で 1週間

過ごした。 

・単独通園に切り替わってからは自ら教室で過ごすようになり、担任が話すときは着席ができるよう

になった。C さんには、担任が一人付き添いながら進めた。しかし、担任の隙や他児の動きや遅れを

気にして逸脱になることは多かった。 

・ブロックや粘土、お絵描きでは、イメージして遊ぶことはできず、課題行動（もの投げや逸脱、離席）

が多かった。 

・体育見学では父母が参観したが、父母が体育館にいることを受け止められず、目をつぶりながらラン

ニングをしてトランポリンの器具に額をぶつけた。再度翌週に母に見学をしてもらったが（父は都合

で来られず）、その時には目をつぶらずにランニングができた。 

・紙パンツはすぐに外すことができ、トイレ=排尿の流れも確実になった。しかし、言葉やジェスチャ

ーなくトイレに行くことが多かった。 

・プログラムの順番や ADL での取り組みを椅子に座って待てるようになった。 

・製作活動や運動遊びの時の「順番」はカードで提示していくことで順番を待てるようになった。ただ、

取り組み後は離席につながることが多かった。 

・着替えや歯磨き、支度などの ADL（日常生活動作）支援では、ズボンを前後逆に履いたり、上衣を

裏脱ぎすることにこだわったり、自己流になることがあったので、手順ややり方を絵カードや手添え

で一貫して伝えていき、正しく取り組める経験を重ねた。正しい手順ややり方は本人の「分かりやす



さ」や「安心」につながり、一人でできる→褒められる経験につながった。 

・食事では最初は白米しか食べられず、味噌汁を見て「きたない」と言う。食事＝折り合いの視点をも

ち、最初はスプーンに乗っているか乗っていないかの量からスモールステップを踏んでいった。混ぜ

ご飯や麵の時には補食として白米 1 杯を用意し、食事量が確保できるようにした。苦手なものを食

べる時には、「がんばれ！」といったクラス全体を巻き込んでの応援や「３，２，１」という声かけ

が本人の気持ちを後押しするキーワードとなった。少量の汁を飲んだ時に本人からガッツポーズが

見られ、褒められて嬉しそうにした。また、別の日に他児が褒められると「自分も」と思ったようで

「３，２，１」と言って苦手なものを食べることもあった。 

・担任の名前を覚え、ボソボソと名前を発するようになるが顔と名前は一致していなかった。 

・担任の膝の上に乗ったり、抱っこしたり、スキンシップを好んだ。 

・外遊びでは遊具から飛び降りたり、園周外に行こうと逸脱狙いがみられたりし、担任のマークは外せ

なかった。 

・他児がグループと違う動き（遅れや早退）、他児と違うものに取り組む（教材学習）際には混乱を見

せ、課題行動（もの投げや逸脱）が見られた。 

 

〇家庭の様子 

・食事を通しての折り合いについては、食べられることはもちろん大切だが、折り合いの中で褒めてい

くことがもっと大切と担任から伝えていく中で、家庭でもトライするようになった。「３，２，１」

の声かけや食べた後の「ピッカリン」のキーワードを活用していくことで、本人が頑張り、家族に褒

められることが増えた。 

・「だるまさんが」の絵本を母と楽しそうに見た。また、家族で流しそうめんやかくれんぼ、おいかけ

っこをするなど今までなかった楽しさを共有することも増えた。 

・家族で楽しく外出することができた。入園前の本人の大変さゆえに家族で楽しく過ごすことが難し

かった時期と比べ「本当に楽しく、嬉しく感動した」とコメントがあった。 

・お風呂の脱衣から着替えまで全部一人でやって褒められてうれしそうな表情をした。 

・兄の習い事の間、待合空間で落ち着いて待てる姿がみられるようになった。 

・買い物に行った時に、たくさんかごに入れ、母がレジにいる時に急に走り出し、一人で横断歩道を渡

っていて危険なことがあった。買い物に行く時に、「手つなぎ」と事前に伝えるが、受け止められず

振りほどいて一人で行ってしまう。母とのやり取りが入らない。買い物については、何度かアプロー

チはしたもののうまくいかなかったことから、母との二人での買い物は今は控えることにした。 

・外への飛び出し頻度は減ったものの、根強い課題となった。 



・家の敷地内での排便があり、ひどい時はその便を靴で踏んでニヤニヤする姿が見られた。 

 

＜家庭訪問＞ 

「本人発信からの言葉が増え「かして」「ありがとう」「あそぼ」などが自発的に発するようになった。

本人が折り合うことが増え、母が怒ることが減った。兄がしつこくて手が出ることがある。父のことを本

人は怖がっていたが、入園後は交流が増え、父が本人をかわいがるようになった。勝手に外に出ていって

しまうことが今は一番困っている。3 つの決まった家（内、二つは親戚の家）に行ってしまう。母がトイ

レにいった時や食事の準備の時に隙を見ていってしまう」。 

 

＜個別面談（母）＞ 

「今までは本人のマイナスばかりしか見えてなかったが、プラスがたくさん見られた。家族で落ち着い

て外出できたことが本当に嬉しかった。本人にとって怖い存在であった父と遊んだり、父が本人をとて

もかわいがるようになった。祖母宅に行き、大好きなドラッグストアに「行きたい」と伝えたが、「行か

ないよ」と言われ「行かない…」と戻ってくる本人がいる。言葉の理解が進みお互いの意思を少しずつ分

かるようになってきて、折り合うようになった」。 

 

☆毎日通園で繰り返してきた食事や着脱が家庭にもつながり、褒められる経験が増えた。家族との肯定的

なかかわりが増えたことで、家族と楽しさを共有する経験につながった。 

☆「待つこと」を通して相手に合わせることが増えた、その点について家族が評価するようになった。 

 

２）２学期 

〇C さんの様子 

・集団参加が確実なものになった。逸脱をしても集団が活動を始めるとバツの悪い表情をしながら戻

ってくるようになった。抜けた後に「先生、ごめんなさい」と発した。 

・食事は食べられるものが増え、苦手なものは減らせば食べられる姿につながった。また 1 学期は受

け入れなかった担任の促しを受け入れるようになった。 

・ブロックで遊べる姿や作ってほしいものを担任の手を引いて訴える姿が増え、担任と一緒であれば

物で遊べる姿が見られるようになった。他児に邪魔をされると「助けてー」と言うようになった。 

・外遊びでは、「先生、一緒に遊ぼう」と担任を誘うことがあった。 

・読み聞かせで読んだ本を絵本タイムに持ってきて、担任と一緒に読みたいと誘うことがあった。 

・粘土では型抜きをして、「先生」と見せるようになった。 



・シール貼りでは持続が難しかったが、担任が少しサポートをすると再び取り組み、完成させることが

できた。 

・担任の指摘については、しっかり伝えると神妙な表情をするようになる。 

・母親実習では、母に自分のできることを見せて褒めてほしいとの思いが感じられ、ニコニコしながら

落ち着いて取り組めた。 

・教材学習では、色々な教材を触りたくなるが、「（やることが）終わってから」で了解した。 

・運動会練習や居住地交流、体育職員の不在による体育プログラムなどのイレギュラーでは大きな混

乱を見せ、走り出しや拒否、行動を修正されることでの大泣きが多くなった。その時期は、担任との

スキンシップを交えた遊びのかかわりがエスカレートし、目的から逸れてしまうことが多くなった。 

・着脱の取り組みにおいて自己流での取り組みとなり、担任の介入を嫌う様子があり、翌日に同様のパ

ターンが見られることが増えた。 

・他児が金曜日欠席になるために内履きを持ち帰ると「僕も…」となり、説明の中で受け止めきれない

様子もあった。 

・地域の幼稚園と 2 回の居住地交流を行った。遅れての登園の際、２回とも同じタイミングで大泣き

した。居住地交流後からは教室からの逸脱やこだわりが強くなる傾向が見られた。 

・トイレに行く際、全体指示で「お手てはパ。どうぞ」と担任が声をかけるが、それを聞きそびれると

トイレに動かなくなった。担任が全体指示の言葉をもう一度言い直さないと頑として動かなかった。

一方で、別の場面では、その言葉を伝えると、逆に動かないなど「担任のフレーズ」に対して、場面

ごとに自分で行動を決めるようなこだわりも強く見られた。 

 

〇家庭での様子 

・事前に約束事（「お手てがっちゃん」「お留守番」など）や、やるべきことを丁寧に説明することで受

けいれるようになった。 

・父とは身体を使った遊びを楽しくするようになり、父とのかかわりを本人から求めることも増えた。 

・イレギュラーでの揺れやすさの影響が家庭でも見られ、「やだ！」と拒否が増えたり、排泄の乱れ（ト

イレ以外での排尿）、おもちゃの片付けの促しや指摘に対して号泣することが多くなった。 

・外への飛び出しや危ない行動が見られた時があったが、それについて母は連絡帳で「疲れていたよう

です」と記載するなど本人の行動の背景を考えるようになった。 

・できたことに対して褒められると喜んだり、褒められることを期待して自分で着替えたり、苦手なも

のを食べる姿も多くなった。 

・YouTube などの動画を見ての刺激の受けやすさも目立ち、独り言が増えたり小便小僧の動画を見て



トイレ以外での排泄につながることがあった。 

・兄が友達と遊びに行く際、「C さんは行かないよ」と言われ大号泣する。兄とのかかわりを楽しめる

ようになったものの、状況の読めなさや思いの強さが感じられた。 

・不意に母の腕に噛みつこうとする。「痛い！」というと逆にエスカレート。大きな反応をしないこと

で収まっていった。 

 

＜父親実習：９月＞ 

父が教室に入ると、「いるべきでない人」がいることへの混乱があったが、1 学期の体育見学と違い、

「担任を頼るようになっている」ということを担任が説明すると父からは「家庭でも『かかわりたい』気

持ちが増え、コミュニケーションが取れるようになった」と。また、「『すきっぷ』に来てから一番変わっ

たのは待てるようになった」とも話してくれた。これまでを振り返り、「ここまで本当に大変で、自分は

仕事上、生後 2 年間ほとんど本人とかかわってこなかった。本人の行動の意図もよく分からず、癇癪も

すごく多くて、強く怒ることもあった。母に「やりすぎ」と言われることもあった。今では、頭を優しく

なでてあげたい瞬間がたくさんある」。 

これまでの母の子育てに感謝しながら「昔は『叱りすぎた』と夜に泣いていることもあった」と話した。 

実習については「このような機会があって、話ができてよかったです」と話してくれた。 

 

＜個別面談：１０月＞ 

・大人と遊ぶ楽しさを感じながらも「自分本位が多いですよね」と客観的に捉える様子が見られた。 

・自己流やルーティンの強さに対しては、折り合いや断念する経験の必要性を説くと「今、しっかりや

らなければだめですよね」と本人の育ちを喜びながらも「今、大切なこと」を捉え前向きに考える姿

勢があった。 

 

＜２学期面談＞ 

・居住地交流について、「幼稚園での過ごしはとても緩くて、外遊びをしても外にいる子もいれば中に

いる子もいる。『すきっぷ』に来て幼稚園の『分かりにくさ』がよく分かった。加配をつけたとして

も、本人にあまりメリットがないと思う。（母は一時期、幼稚園への移行を考えたことを踏まえ）私

の希望で無理やり幼稚園を選んでいたら、今の本人はないだろうと思う。幼稚園に行かせたいと思っ

た自分にゾッとして怖くなるくらい」と話してくれた（居住地交流は実質３学期から行っていない）。 

・兄とのやり取りでこじれ、本人がそのやり取りに固執していきドツボにはまっていくような雰囲気

を感じた。母は、「ダメと分かっていながらやってしまっている」と捉えた。 



・食が広がった一方で、食事の時間に関しては、ひどいときは 2 時間かかっている。 

 

☆イレギュラーの動きが続いたことで少しずつ本人の難しさや課題も感じ始め、それをどう捉えていくか、

向き合っていくかという視点に対する話が増えてきた。 

☆兄の遊びへの同行や母への噛みつき、スキンシップでのエスカレートから、他者を求める気持ちはあり

ながらも適切な理解やかかわりができないことが多かった。 

 

３）３学期 

〇C さんの様子 

・粘土遊びでは、担任の「これを作ったらどう？」という促しを受け入れ、20 分ほど遊べるようにな

った。 

・製作ではできたものを「先生、みて！」と伝え褒められたい気持ちのふくらみを感じた。 

・降園時に「パラシュート」「ママ、氷作った」と楽しかったことを母に報告するようになった。 

・クラス担任２人が不在で担任以外の職員がクラスに入ると、担任に抱きつき、自分の不安を人を支え

に乗り越えようとする姿があった。 

・他児の泣きが嫌で「先生！」と呼ぶようになった。 

・体育の前転で体育職員の介助を受け入れて取り組む。母の体育見学ではいつも通りの姿を見せた。 

・一度担任とのやり取りで反発や拒否になったところは、再度同じ状況で反発や拒否になるなど人と

状況が合致するパターン的な様子が見られた。担任が言語指示はせずに動作付けをしていくと長泣

きになっていく。しかし泣き終わると「先生、ごめんね」と伝える姿やパターン的な課題行動が少し

ずつ和らいでいく様子があった。 

・プログラムにおいて、「自分でやりたい」という気持ちが強く見られたが、事前に「これは先生と一

緒にやります」と伝えていくことで「分かった」と応じてくれるようにもなった。 

・登園時ジャージとジャンパーを着てきて、降園時もジャージとジャンパーを着ようとする。そのた

め、登園のところで、ジャージは着替え袋、ジャンパーは廊下に掛けようとすると大泣き。翌日以

降、ジャージを着ずにジャンパーのみを着て登園する。 

 

〇家庭の様子 

・兄や父に「遊んで」「遊んで」と言うようになり、かかわりを楽しむようになった。家族で楽しく餃

子作りができた。 

・過ごしの中で「これなあに？」「お魚いるね」と C さんから問いかけたり、「ドア閉めていい？」と



相手に確認する姿が見られた。 

・自分で出したおもちゃを自分で片付けるようになった。 

・バランスバイクに乗れるようになり、本人が夢中になれる外での遊びが見つかった。その際、「（公園

内の）ポールまでは行かない」という約束を守れることがあった。 

・C さんの状態がいい時は、母と二人で買い物に落ち着いていけるようになった。 

・週初めや冬休み明けから登園渋りがあり、冬休み明けは２日前から伝えたが、大号泣となった。休み

明けより絵カードを活用し、土日を真ん中にした一週間を提示し、休日前後の流れが分かるように

提示し、大成功。 

・兄の習い事でのお留守番が落ち着いた姿となり、「父も C さんとのお留守番を楽しそうにしていま

す」とのコメントがあった。 

・外への飛び出しは変わらずに見られた。加えて、排泄の乱れがこの時期は多かった。トイレ以外の特

定の場所での排尿や排便が見られ、それを止めると、別の場所に変わったり、故意にパンツに少量の

便を漏らすなど、こだわりが転々としている様子があった。どれかを止めると違う形で再度見られ

ていたことから、淡々と対処していくように担任と相談し、それよりは全体像のボトムアップを目

指していく方針をとった。 

 

＜３学期の面談＞ 

「父や祖母との留守番では、事前に言い聞かせると納得するようになった。これまでは泣いて仕方な

く、気が咎めて外出も気軽にできなかった」「『すきっぷ』に来て同じ自閉症、発達障害といっても本当に

それぞれの個性特性があることを知り、C さんに適した療育が何かをきちんと考えなければいけない気

持ちにさせられた」。 

「とっても成長した一年。人とのかかわりが増えて、自分の領域に大人が介入しても許してくれるよう

になった。座って待てるようになった。普通に歩く姿がよく見られるようになった。本人の育ちや周りの

理解が深まることで、家族で楽しく過ごせる時間が増えた」。 

「父が怒ることはほとんどなくなり、父と楽しく遊べることが増えた」。 

 

☆過ごしの中で、外での遊びが充実し始めた。写真カードの導入により、Cさんの過ごしの組み立てや「分

かりやすさ」へのアプローチを始めるなどの実践をし始めた時期である。一方で、支え方を変えてもうま

く行かない課題は後回しにするなど Cさんの現在地を確認し、見極めを行っていた時期である。 

 

 



４）年長児１学期（入園２年目） 

 担任は１人入れ替わり、卒園した 2 名の友達の代わりに新しく 2 名の友達を迎え１０名でのスタート

となる。 

 

〇C さんの様子 

・目的の理解が深まり、一人で行動できることが増えた。一方で、目についたものに走り出すことはあ

り、担任の見守りは必要であった。 

・新しい担任とは食事の折り合いがつきにくかったため、当面は継続している担任が食事支援に入る

ようにした。かかわる担任によって、食事量や折り合いの程度に変化が見られた。 

・予定変更には絵カードを積極的に取り入れ、本人が受け止めるまで待つようにしていくことで、葛藤

しながらも本人自身が受け止めるようになった。 

・粗大運動に関しては、遊具で危険な遊びがほとんどなくなり、適切に身体を使えるようになった。本

人がやっていいいか迷う時には担任を見るようにもなった。体育ではトランポリンで適切に身体を

動かせるようになり「できた！！」と言って喜んで待機席まで戻ってくるようにもなった。 

・「ごはん食べた」「トランポリンできた」と喜びを言葉で表現するようになった。トイレにいく時も

「先生、トイレ」と伝えてから行くようになった。 

・不安定になっても担任とやり取りしていく中で気持ちを切り替え、穏やかに過ごせることが増えた。 

・就学に向けて当園の心理士と発達検査を行ったが、ふざけや多動さが目立ち、持っている力の発揮が

難しかった。本人の安定が信頼関係の程度による安定であると確認された。 

・雨が降ることへの不安感が強まり、雨が気になって不安定になり目的に集中できず泣いてしまうこ

とも見られた。 

・担任とのかかわりについて、甘えのかかわりは増えたものの、それがエスカレートして結果的に目的

から逸れてしまうことも多くなった。 

・YouTube から得た言葉をずっと独り言のように言う様子や、楽しさや嬉しさを共有しにくい時期も

見られた。 

 

〇家庭での様子 

・登園時、車からダッシュした Cさんを母はもう一度車に戻し、「お手てガッチャン」と伝えやり直す。

その日の「すきっぷ」で穏やかだったことを伝えると「やはりやり取りした方がいいんですね」と母。 

・家庭訪問では外への飛び出しに関して、母は「疲労と共に増える傾向がある」と捉えるようになった。 

・公園で滑り台やフワフワドームで遊べるなど、外遊びが落ち着いて過ごせるようになった。しかし、



遊びすぎると不適切な行動が見え始めたため、時間を決めて切り上げていくことを実践するように

なった。 

・「動きが多かったので細かく声をかけながら対応しました」と母自身も本人の様子を見て「今どのよ

うに支えていくか」を考えながら、支え方を変化させた。 

・兄の友達が家に遊びに来ることで、本人の飛び出しが増えたり、兄と一緒に遊びについていくなど本

人の不安定さが増えたため、家族会議を開き、兄の意向も組みながら家族で兄の友達の出入りを少し

控えるということを家族で話し合って決めることができた。 

・「帰ってきたら動きが多かったので自転車で遊びました」「（状態がよかったので）DVD を見て楽し

そうに過ごしました」と本人の状況に合わせて過ごし方を考えられるようになった。 

・「公園行きたい」との本人の訴えにも「先生（「すきっぷ」）行ったら、公園行こうね」と話すことで

了解する姿があった。 

・支援学校や支援級の見学や、病院に行く時にも積極的にカードを活用していくことで、とても落ち着

いて行動でき、カードの有効性を母も確認できた。支援級の見学の際はカードを提示したが、刺激の

多さからか動きが多く見学そのものが難しかった。 

・「自転車やりたい」と本人の訴えがあったが暑さがあったため「今日はやらないよ」と母が答えると

大泣きするが、断念をするようになった。 

・放デイ（当園の 3階）の見学の時は、動きが多くなり全く話が入らない状況から「今の安定が環境に

よるものだとよく分かりました」と母は話している。 

 

＜１学期の面談＞ 

「これまでは本人の特性が強すぎてどうしたら良いか分からなかった。甘やかしっぱなしだったと思

う。でも担任や父と話している中で、善悪をしっかり伝えられるようになった。家族でも兄を含めて意見

交換しながら決めていけるようになった」。「今が家族としてとても幸せ」「これまで感じられなかった『人

間らしさ』を本人に感じる」と様々な課題はありながらもポジティブな要素に目を向け、家族として変わ

ってきていることを実感していた。 

 

☆Cさんの「分かりやすい」「安心する」過ごしの組み立てのための実践が深まった時期である。Cさんの

状態把握、どのくらい遊べるか、家族の協力はどのくらい必要かなどについて考え、トライ＆エラーを

繰り返していく中でCさんへの理解が深まっていった時期である。 

 

 



５）年長児２学期 

〇C さんの様子 

・他児の泣きに担任が「嫌だったね」と言うと、「抱っこして」と言葉で伝えるようになった。 

・不安定な時はあまり求めすぎずに展開をしていくことで、C さん自身で気持ちを切り替えることが

増えた。 

・取り組みが分からなくなると「先生？」と頼るようになった。 

・体育のトランポリンで他児の取り組みをみて「先生、やる！」と伝えてくることがあった。 

・「先生、眠い」「先生、難しい」と自分のことも伝えるようになった。 

・９月から運動会練習が始まったが、初日に小雨が降ったことをきっかけに雨への不安感が増し、午後

の練習に向けて午前中から不安定になる様子があった。端的に目的を伝え続けていくが、伝える人に

よっては受け止めきれず、不安定な時には担任差が顕著に見られた。 

・製作活動で新しいことに取り組む導入に関しても信頼関係の薄い職員であると大きな反発になった

り自分の思い通りにやりたい気持ちが強くなり、結果指摘になり取り組めない姿につながった。その

時は、信頼関係の強い職員にスイッチすることで、気持ちを切り替え取り組めた。出来上がった時に

その前に担当した関係の薄い職員にも「できた！」と伝えている姿から、「分かってはいるけれど受

け入れられない」というアンビバレントな様子も感じられた。 

・不安定になると、何かしらの行動（水筒を飲んで片付ける時に底をドンドンと床にぶつける、トイレ

から真っすぐ帰らないなど）がルーティン化し、喜びや楽しさを担任と共有する姿が乏しくなり、

淡々と過ごすことが多くなった。そのため、ルーティンにどんどん介入していくようにした。すると

穏やかさを取り戻し、褒められることを期待して取り組む姿や担任と一緒にニコニコかかわる様子も

見られるようになった。 

 

〇家庭での様子 

・夏休みは暑さもあり、外での発散ができず、絨毯のめくれや片付けにこだわり、兄のものまで片付け

ようとしたことから兄とのけんかが増え噛みつき未遂まで至ることもあった。兄はこの時期「Cさん

ばっかり！」と母に怒りとともに表現するようになった。兄との時間を作ったり、少し時間をおくな

どしながら様子を見守るようにした。 

・２学期が始まってから２泊の家族旅行に行ったが、その後は疲れからこだわりの強さや促しへの反

発が多く見られた。それについて「スケジュールを詰め込み過ぎたね」と父母で反省した。 

・本人の独り言の多さを伝達すると、YouTube の長時間視聴が判明。食事やトイレの最中も片手で持

ちながら過ごしていることが分かった。母から長時間視聴を減らしたいと担任に相談があり、兄をモ



デルにしながら YouTubeの視聴を食事やトイレの時はなくせるようになった。母は「日曜の朝から

YouTube を見るのを止めてみました。やってよかったと思いました」と連絡帳に記載している。 

・メルちゃんやピタゴラスイッチ、プラレールで自分なりに考えて遊ぶようになり、遊び込む様子も見

られた。 

・エアコンの音が気になり、テーブルから落ちて頭部裂傷。こだわりが強くなり、次から次へとこだわ

りが転化していくようになった。 

・「すきっぷ」でこだわりにやり取りをした日は、睡眠がよく摂れているとの報告を受け、睡眠と日中

の状態の関連性に気づいた。その状況により、「すきっぷ」降園後は「室内遊び中心の過ごし」（落ち

着いている時）と「外遊び（フワフワしたり不安定な時）」と使い分けるようになった。 

 

※支援学校落選 

 10 月の面談で、進路については「多動で言葉の理解力が低いから」と支援学校一択で希望を出してい

たが、その支援学校に落選する可能性があることを心配していた。その際に、支援学校に行けなくて、支

援級に行く場合、医療支援の必要性と絵カードをより有効に使えるように考えていく方向性を担任から

話した。そして 11 月に支援学校落選の通知が入った。母はかなり落ち込んだが、学区内だけでなく学区

外の小学校にも視野を広げ、本人も連れて見学に行った。最終的に決定した小学校の良さについて次の

ように語っている。「校庭が見えないから、本人には刺激にならない（飛び出しにはならない）。教室や廊

下が広くて、静かだった。朝の会後に鬼ごっこをしていて発散していた。普通級での朝の会の後に支援級

全体での朝の会があったことで、本人の気持ちの切り替えになるのではないかと思った」と、本人にとっ

て「分かりやすいか」「過ごしやすいか」「刺激量はどうか」をよく見学していた。医療支援にも、「本人

が楽になるのであれば、過ごしやすくなるのであれば抵抗はない」と話し、医療受診につながり、2月か

ら服薬を開始する見込みにまでたどり着いた。 

 

＜２学期の面談＞ 

偏食は家庭でも随分改善してきた。YouTube を止めたことで食器持ちも自然と増えてきた。今までは

怒っても褒めても区別がついていないようであったが、反応が違うようになった。父とよく遊ぶように

なった。父が「かわいい」と言葉にするようになった。 

 

☆「睡眠の質」といった C さんの状態の見極めのポイントを発見し、状態に合わせて過ごしの組み立てを

変えていった時期である。また、YouTubeの長時間視聴など、当たり前だったことへの「おかしさ」に

気づきはじめた時期でもある。 



６）年長児３学期 

〇C さんの様子 

・体育が感染症の影響で３週間ほど中止になるが、最初の１週間はこだわりが強くなり、制止の声かけ

に強い反発になったり、エスカレートしやすくなり、信頼関係の強い担任の声かけに応じる傾向が見

られた。信頼関係の強い担任が他児対応で教室を出ると後追いになる。イレギュラーによる不安定さ

と捉え、しばらくは信頼関係の強い担任とのやり取りを中心にした支援を心掛けた。２週目より他担

任にも遊びのかかわりを求めるようになり、声かけや促しへの反発が和らいだ。 

 

〇家庭の様子 

・お休みのしおり（冬休みの記録）では、「家の中だけだとこもってしまう感じがあるので、外での遊

びは一日の中に必ず入れていこうと思います」「独り言を言うことが多かったですが、ごっこ遊びに

集中している時間も多くなってきたので、また様子を見たいと思います」「お休みに入って一日のス

ケジュールが明確でないので、どことなくフワフワした感じが続いてはいますが、外遊びを入れて

いくことで少しずつフワフワ感も落ち着いてきているように感じます」など、本人の様子を客観的

に捉える記載が増えた。 

・母から休日の過ごしが「見通しが持てないから外へ出ることが多い。過ごしを決めていった方がいい

と思う」との相談があり、「午前の過ごし(例)：公園、午後の過ごし：(例)プラレール」など軸となる

過ごしを決めたらどうかと担任から提案し実践した。それにより、家庭で比較的落ち着いた過ごしが

できるようになった。 

・休日にバランスバイクで転倒し、左手親指にひびが入る。 

・錠剤を飲む練習を母と開始。母の促しで初回から大成功。服薬可能と捉え、コンサータ服用へつなげ

た。 

・体育中止のイレギュラーからか、父の声かけには反発し、母が同様の声かけをすると応じるなど人に

よる差が顕著であった。 

・睡眠の浅さを問題視するようになり、睡眠について浅め、よくとれている、との記載が増える。 

 

 

 

 

 

 



Cさんの 2年間の歩み 

 

 C さんへの支援と様子 家庭での様子 

年中 

1 学期 

〇順番を絵カード提示⇒待てる姿 

○ADL(日常生活動作)支援 

一貫した手順・やり方・繰り返し 

⇒「分かりやすさ」から安心の育み  

○食事を通しての折り合い 

⇒褒められる経験の積み重ね 

○家族で楽しさを共有できる 

○父との楽しいかかわりが増える 

○待てる姿 

○ADL（着替え・食事）を通して褒められる経験 

○ADL（食事）→折り合える、褒められる経験 

●母との買い物→回避 

●外への飛び出し：根強い課題 

 

 

2 学期 

〇「担任と一緒」を楽しめる 

〇担任の指摘に神妙な表情をする 

⇒担任との信頼関係の構築 

●イレギュラーによる不安定さ 

●こだわりの強まり 

⇒折り合いや断念する経験の必要性 

〇事前の話を受け入れる 

〇父に自分から遊びを求める 

〇褒められる経験 

●イレギュラーによる不安定さ 

●状況を読めない姿 

●適切なかかわりで表現できない姿 

3 学期 

〇人を支えに乗り越えようとする姿 

〇大人の話を聞く態度の芽生え 

⇒担任との信頼関係の構築 

○「見て！」と共有しようとする姿 

●ルーティンへのこだわりの強さ 

○休み明けの登園渋り→写真カード使用で改善 

〇父との留守番を落ち着いて過ごせる 

〇言葉で自分の思いを伝え共有しようとする 

（「これなあに？」「見て見て！」） 

●排泄の課題→回避 

年長 

1 学期 

 

〇予定変更は絵カード提示で了解      

○屋内・屋外ともに適切に遊べる姿 

〇食事での折り合い 

〇言葉でできたことを伝え褒められる 

〇担任に確認する姿 

〇担任の支えで気持ちを切り替える 

●独り言が増え、楽しさを共有× 

 

○人の出入りによる不安定さ→折り合い 

○外遊びの充実→程よいところで切り上げる配慮 

○登園時のダッシュ→やり直しで以降安定 

○支援学校に落ち着いて見学→写真カード活用  

○母主導で本人を支える：暑さから自転車× 

●放デイ見学：多動 

 （今の安定が環境によるものであると「気づき」） 



2 学期 

〇信頼関係の強い担任を軸とした安定 

〇担任を頼る姿 

〇担任に自分のことを伝える 

●イレギュラーによる不安定さ 

●ルーティンへの固執 

（決まった人との決まったかかわり） 

⇒折り合いや断念する経験 

〇睡眠の質：状態把握のポイントと「気づき」 

         →過ごしの組み立て「実践」 

○長時間 YouTube 視聴への「気づき」 

○学校見学での見極め 

○医療調整への段取り 

3 学期 

●イレギュラーによる不安定さ 

→信頼関係の強い担任を軸とした安定 

〇錠剤の服用練習：成功 

〇医療調整開始 

〇母が主体的に過ごしを組み立てる姿 

 

それぞれの育ちに大切だったこと～子ども・親・家族～ 

 

入園前は、課題行動が多い C さんを叱りすぎて苦しむ母、C さんを分からずに怒る父、家族一緒に楽

しく過ごしたいと思う兄、自分のことを分かってもらえず苦しむ C さん。C さんの家族は「すきっぷ」

に入園して劇的に変化した。その根底には、「すきっぷ」での Cさんの姿が家庭にも広がったことが大き

い。子どもが変わり、親が変わる。家族が変わる。親や家族が変わることで子どもが変わる。この一連の

サイクルを支えたそれぞれの育ちに大切だったことを振り返る。 

 

１）子どもの育ちに大切だったこと 

・構造化と視覚支援 

毎日通園、決まった流れでの生活、決まった大人との過ごしは、Cさんにはとても分かりやすく安心感

につながった。イレギュラーの動きになる時には、絵カードを使用していくことが C さんには有効であ

った。言語指示ではなく視覚的な提示をしていくことも、C さんが自身で気持ちを切り替えられる姿に

つながった。家庭では写真カードを使用している。週初めの登園渋りがなくなったことを踏まえると、カ

ードは「すきっぷ」だけではなく家庭の過ごしにおける「分かりやすさ」にもつながった。 

 

・ADL 技能獲得からの褒められる経験 

支度や着替え、排泄、食事、歯磨きは、子どもが分かって取り組めるように、決まった手順ややり方が

あり一貫性が保たれている。それらを毎日繰り返して丁寧に伝えてきた。最初は手添えでゆっくり取り

組み、少しずつ一人でできる部分が増えていった。これは C さんの自信につながった。C さんの技能獲



得は比較的早く、家庭で自ら取り組み「褒められる経験」を重ねることができた。また、食事は C さん

における最も大切な折り合いの場と捉えた。スモールステップで食べられるもの、量が増え、家庭でも偏

食は随分と改善された。決して嫌々ではなく、褒められることを期待しながら食べようとする姿を家族

がたくさん認めたことも C さんの自信につながり、家族も喜んだ。コミュニケーションが取りにくかっ

た入園当初は ADL での褒められる経験が C さんや家族を支えたと考えられる。 

  

・担任制による信頼関係の構築 

C さんのクラスには 3 人の担任が固定されていた。これも、C さんには分かりやすかった。安心でき

る環境で褒められる経験を重ねていくことで、C さんから担任を頼るようになった。C さんは抱っこや

スキンシップが大好きでとても人懐っこい。落ち着かない時は「先生」と寄ってきて膝の上に乗ったり、

泣いている他児の声が不快な時は担任に抱きつき頼るようになった。また担任と一緒に喜び、楽しみ、褒

められる中で、折り合い、断念する経験を重ねることができ、大人の話を受け入れる態度が育ったことも

家庭での過ごしにつながった。現在は「すきっぷ」での姿は信頼関係の強い担任が軸となっているが、家

庭では母が軸になっている。信頼できる大人が「すきっぷ」と家庭の両方にいることで C さんの「安心」

につながっている。 

 

２）親育ちのために大切だったこと 

＜登園時・降園時の毎日の伝達＞ 

◆共有 

「すきっぷ」での過ごしの様子は、日々細かくありのままに伝えてきた。プログラムの中での行動につ

いて「こんな風に思ったのかも」「C さんにとっては分からなかったかもしれない」といった支援者の見

立てを母と共有してきた。そして、家庭での様子についても共有してきた。「すきっぷ」で過ごした５時

間以外の C さんを見ているのは母である。毎日、日々の睡眠・食事・排泄といった生理ベースに関する

話や母なりに捉える本人の疲労感、喜び・課題など様々なことを話してもらうことで、担任と C さんの

様子や分かり方、捉え方を知り、それを共有でき本人への理解の深まりにつながった。 

 

◆実践を支える 

食事に関してはただ「食べた」現実だけではなく、そこに向かう本人の様子、サポートの仕方など細か

く話していくことで、家庭でも実践しやすかったのではないか。一方で、家庭でうまくいかなかったこと

があれば、話を聞き出し、次の手立てを一緒に考えていく。トライ＆エラーを繰り返していくことこそ

が、本人への理解の深まりにつながっていったのではないかと考える。「Ａという方法がダメであれば、



Ｂという方法はどうか？」という提案をし、家庭で実践していく中で、C さんへの理解が深まった。ま

た、トライ＆エラーの中で C さんの「現在地」を知り、C さんが受け止められること、受け止められな

いことを見極めていくことがとても大切であった。１年目の３学期に見られた排泄の乱れでは、次から

次へと排泄関係の課題が転化していった。このような時は今の本人に対して「できない、受け止められな

い」と捉え、回避してきた。「今」できることを実践し、できないことは「断念」ではなく、「今がその時

期ではない」と捉えていく。「今」できることを実践し続けたことで、家庭でも「成功経験」や手応えを

得られるようになった。 

 

◆気づき・理解 

家庭での様子に関しては、母が問題意識やポイントと思わなければ、日々の担任との話で話題に上らな

いことも多い。実際、長時間の YouTube 視聴に関しては「独り言の多さ」の伝達をしたことで、母の「気

づき」につながった。やり取りをしてこだわりに介入していくことで睡眠の質に変化があったことも母

の「気づき」がなければ得られない視点であった。入園してくる子の中には、「いつもの姿」を当たり前

に思い、疑問に感じないケースが多々ある。このために、いかに必要な「気づき」を得られる話をしてい

くかが大切になってくる。すぐには「気づき」につながらなくても、日々の様子を細かく伝え続けていく

ことに価値があるという視点を持ち話していくことが大切であると考える。親の「気づき」と支援者の

「気づき」、この小さな「点」がいくつもできていくことで「線」になっていく。そのようなプロセスを

経て、現在では母が家庭での様子や「すきっぷ」での様子を総合的に踏まえ、「今の本人にはどのような

過ごしが良いか。サポートが良いか」について主体的に考えられる結果につながった。 

 

＜個別面談＞ 

◆振り返り 

「すきっぷ」では、年に４回（８月、１０月、１２月、３月）の個別面談を設けている。うち３回は個

別支援計画の面談である。この面談の意義も大きかった。母も支援者も話をしていく中で、これまでを

「振り返る」機会になるからである。子育ては目まぐるしく変化する子どもの日々に追われ、瞬く間に一

日が過ぎていく。過去になっていたものを掘り起こし、小さな育ちを喜び、そこに至った配慮やサポート

をもう一度確認していく。そこに、新たな発見や理解、気づきが生まれることは多い。また、面談はこれ

までの子育てや家族を含めた話ができることが多く、日々の伝達では聞けない話が多かったのも事実で

ある。 

「これまでは感じられなかった『人間らしさ』を本人に感じる」「今が家族として本当に幸せ」という

言葉も面談の中で母から聞かれた言葉である。面談を通して振り返り、今を共有し、大切なことを一緒に



考えていく。そのような意味で、個別面談の意義は大きかった。 

 

 ＜家庭訪問＞ 

◆知る・見る 

「すきっぷ」では毎年家庭訪問を実施している。実際、各家庭を訪問し、１時間ほど話をしている。話

の内容は「すきっぷ」での様子や家庭での様子など様々であるが、「本人が実際どんな家庭でどのように

過ごしているか」を知るためにとても有効であった。雰囲気や本人の遊び方、家具の配置状況や物の量を

実際に見ることができたことで、家族状況を感じられたり、本人の支援に役立つエッセンスが得られた

りした。実際、C さんの場合、家庭訪問で兄や父との関係を母から聞くことができた。そのような意味で

家庭訪問の意味合いは大きかった。 

 

３）家族が育つということ 

今回対象となった C さんの家族は、父、母、兄、本人の 4 人家族である。入園当初、父に関しては言

葉少なめな母であった。その父の苦悩も９月の実習で明らかになったが、C さんが変わったことで父も C

さんをかわいがるようになり、母に「かわいい」と言葉にするようになった。兄は外出するときは家族一

緒がいいと願ったが、入園前は C さんの難しさがゆえに出かけられないことも多かった。しかし、入園

してからの C さんの育ちもあり、家族旅行を楽しむことができた。 

特性の難しさを抱えた子どもがいるとはいえ、「家族」である以上、C さんも「一員」である。C さん

が変わり父が変わる、家族が変わる、そして Cさんが変わる。その繰り返しの中で父と兄が Cさんへの

理解を深めたことが大きい。これには母の役割が大きかった。母が C さんのことを父や兄に伝えながら、

C さんを理解してもらうこと、一方で兄や父の意向も汲み取ること、お互いに折り合う視点を持てたこ

とは、この家族にとって大きな自信につながっていったと考えられる。「本人」の育ちだけでなく、「家族」

で過ごせる本人になったことを母は何よりも喜んだ。「今が家族としてとても幸せです」という母のコメ

ントが何よりも物語っている。 

家族で外出を楽しめたり、楽しく遊んだり、料理をするなど「楽しさ」「嬉しさ」を家族全員で共有で

きたことは、Cさんにも親にも、家族にも大きな自信につながった。さらに、家族旅行後には「詰め込み

過ぎたね」と夫婦で話し合い次につなげようとしたり、兄の友達の出入りについて、兄の思いも汲みなが

らみんなで話し合い折り合うことができたり、「家族の中心ではなく、一員である C さん」を築くことが

できた。C さんが変わり、親が変わり、家族が変わる。Cさんの育ちを支えたすきっぷでの療育、親支援

を支えた「すきっぷ」のシステムも、家族の育ちの一因であったとかんがえる。 

 



まとめ 

 

 C さんは、約２年間の療育を３月で終え、小学校の支援級に通うことになる。きっと大変なこともある

であろうが、家族で乗り越えてほしいと切に願う。辛い時や苦しい時に、この「すきっぷ」での療育や家

族での出来事を思い出し、「もう一回頑張ろう」と思えてもらえたら、これ以上に嬉しいことはない。 

支援者は、子どもを知り、親を知り、家族を知り、そして親と共有し、実践し、振り返る。これを繰り

返していくことが大切なのではないか。その繰り返しの中で、親の「気づき」や「理解」が得られ、親や

子どもの「自信」を育み、前向きに歩んでいく「力」につながっていくと考える。 

 

おわりに 

 

私たちが大切にしたい子どもの育ちの目標は、円満な人格の形成である。それには、人が人として認め

られ、自信を得られるようにしていくことが不可欠である。それを実現するためには、子どもの障害を含

めて、ありのままの姿を受け入れ、子どもを愛して育てていく必要があると考える。人間関係の基礎を作

る時期にある乳幼児期だからこそ、快い人との出会いが必要であり、子どもにとって一番身近な存在で

ある親がそれであってほしい。特に母親は思い悩みながらも我が子の笑顔に出会い親としてのうれしさ

や幸せを感じ、親としてこの子を育てていくための親育ちが必要である。 

「すきっぷ」では毎日の支援の中に親支援を意識し、親に寄り添い信頼関係を構築し、オーダーメイド

の視点を持ちながらその親のペースに合わせた支援を心がけるように努力している。日々のやり取りの

中で親の子どもの捉え方を把握し、そこにアドバイスをしながら進めていく。毎日の出会いがあるから

こそ困り感を抱く親の気持ちに直接触れ、その時々のニーズに応え伴走者として応援していく。「すきっ

ぷ」は、親に直接向き合い表情を見ながら話をすることを大切にしている。それが親が子どもにしっかり

向き合うための親支援のひとつでもあると確信しており、これからも毎日通園のリアルタイムでの継続

した親支援を進めていきたいと思っている。 

子どもが親に認められ適切なかかわりの中で安心感を持ち、人を信頼して自分の力を発揮し生きる力

を持って歩んでいけるように、親も我が子と共に育つ親となれるように、笑顔の多い子育てを応援して

いきたい。 

 


